令和4年3月
仙台市認定給付課

１歳児受入推進事業補助金　Ｑ＆Ａ（5/1～3/1利用開始向け）

Ｑ１：この補助金の目的を教えてください。
Ａ：既存の保育施設において比較的空き枠が多い傾向にある０歳児枠を活用し１歳児枠に転用する取り組みを進めることで，保育ニーズの高い1歳児に対する保育需要に対応し，待機児童の解消につなげることを目的としています。
 
Ｑ２：補助の対象要件を教えてください。
Ａ：０歳児の受入可能枠を減じることで新たに１歳児受入枠を設定し，その枠に１歳児を受け入れた場合に対象となります。
　また，０歳児の待機児童を増やすことのないよう，前月16日付利用開始の利用調整において０歳児の申込がないことも要件としています。
　具体的な要件は，添付資料をご覧ください。

Ｑ３：この補助金の交付申請にあたって，どんな人数の報告が求められますか。
Ａ：０歳児，１歳児クラスの受入可能枠数について，転用前と転用後それぞれご報告いただきます。また，半月ごとの１歳児在籍児童数なども報告いただきます。
　なお，交付申請は，０歳児の枠を減らし新たに設定いただいた１歳児の枠に1歳児が入所した後となります。枠変更をご検討される場合はまず予定調書を認定給付課にご提出ください。（Ｑ５参照）（問い合わせが寄せられているため追記しました。取り扱いの変更はありません。）

Ｑ４：申請書に申請日以降の在籍児童数の記載が必要ですが，申請時点では不明です。どうしたらよいですか。
Ａ：申請書には見込みの児童数をご記載ください。見込み児童数の変更等があった場合は，年度末の実績報告においてご報告いただき，これに基づき精算します。

Ｑ５：補助要件にある０歳児の申込状況は，いつの時点の申込状況となりますか。また，どのように確認すればよいのでしょうか
Ａ：転用予定日の前月16日付利用開始分の申込において，０歳児の申込がないことが必要となります。
補助制度を活用し転用を検討されている場合は，仙台市認定給付課に予定調書を提出してください。（前月5日まで）
その後，仙台市認定給付課が申込状況を確認し，補助要件に合致しない場合（０歳児に申込がある場合）は速やかに施設へご連絡いたします。
この連絡を受け，転用をとりやめる等受入可能枠数を変更する場合は，前月10日（土日祝日の場合は前日まで）までに各区・宮城総合支所保育担当課へご連絡をお願いします。
なお，16日付利用開始分の申込状況については，前月末日頃に判明します。予定調書の提出前に確認されたい場合は，仙台市認定給付課までご連絡をお願いします。
また，1日付の利用申込状況は，仙台市ホームページ（保育施設等入所状況一覧）において公表しております。適宜ご活用ください。
https://www.city.sendai.jp/nintechosa/kurashi/kenkotofukushi/kosodate/hoikujo/nyusho/ichiran/index.html

Ｑ６：１歳児クラスに空きがあり，受入可能枠がありますが，申込が増えると見越し転用した場合，補助の対象となりますか。
Ａ：対象となります。但し，転用後に新たに設定した１歳児受入枠に児童を受け入れた場合に補助の対象となります。
（例）１歳児　転用前受入可能枠2→転用後受入可能枠3（転用により1枠追加）の場合…転用前に受入可能だった2枠に児童を受け入れ，さらに3枠目に児童を受け入れた時点で，1人分が補助となります。

Ｑ７：補助はいつからいつまでとなりますか
Ａ：補助要件を満たす１歳児を受け入れた月から当該年度3月までとなります。
（例）12/1利用開始分の受入枠転用，1/1に児童受け入れ→1～3月の3か月分が補助の算定期間となります。

Ｑ８：１歳児クラスの児童が年度途中で退所した場合，補助金はどのような扱いとなりますか。
Ａ：転用前の受入可能枠数を超えて１歳児を受け入れている場合，超えている人数が補助対象となります。児童個人ではなく児童数で確認します。
（例）１歳児　転用前受入可能枠1→転用後受入可能枠3（転用により2枠追加）の場合…
1 12/1付3人受け入れ→転用前受入可能枠数を超えた2人分を補助。
2 1/31付１歳児1人退所。退所した児童は0歳児から継続して保育していた児童。→転用後に新たに設定した枠により入所した児童が在籍していても，1歳児の児童数で確認するため，1人分を補助。
3 補助対象人数・補助算定期間…（2人×2か月分（12～1月），1人×2か月分（2～3月）

Ｑ９：１歳児クラスの児童が月途中で入退所した場合，補助金はどのような算定となりますか。
Ａ：月途中で入退所があった月は，下記の計算式にて算定いたします。公定価
格の算定方法に準拠しています。
　○月途中利用開始入所の場合
　補助単価×（その月の月途中の利用開始日（保育の実施が開始された日）からの開所日数÷25日）
○月途中利用終了の場合（15日付退所…16日が利用終了日となります）
補助単価×（その月の月途中の利用終了日（保育施設等に登園しなくなった日）の前日までの開所日数÷25日）

Ｑ１０：補助制度を活用する場合，どのような手続きが必要となりますか。
Ａ：1日付利用開始の受入枠転用を補助対象とします。
前月5日（土日祝日の場合は前開庁日（※））までに事前相談を行っていただきます。具体的には，「1歳児受入推進事業補助金に係る予定調書（事前相談）」を仙台市子供未来局認定給付課までご提出ください。
この予定調書に基づき，補助要件に合致するかを事前に仙台市で確認します。合致しない場合，ご連絡いたします。結果，転用しないなど受入可能枠数の変更を希望される場合は，毎月10日（（※）に同じ）までに受入可能枠を例月報告している区・宮城総合支所保育担当課まで受入可能枠数の変更を連絡してください。
その後，転用により新たに設定した１歳児枠に児童が入所した場合に申請が可能となります。
　【具体例】
12月1日付利用開始分の受入枠を転用し，結果12月1日に児童を受け入れた場合
1 事前相談　11/5まで　
事前相談の結果，転用を取りやめる等受入可能枠数を変更する場合は10日までに施設が所在する区・宮城総合支所保育担当課へ連絡。
2 利用開始　12/1
3 交付申請（12月以降随時）
4 交付（不交付）決定，請求書提出，概算払（申請あり次第）
5 実績報告書提出（翌年3月）
⑥ 補助金額確定，精算


Ｑ１１：転用方法の具体的な事例を教えてください。
Ａ：０歳児室（スペース）を移動可能な間仕切り等で区切る等により１歳児用に分けることで，０歳児枠を１歳児枠として活用するなどを想定しております。
　（例）保育所の場合
　０歳児枠２名分（10㎡）→１歳児枠３名分に転用（9.9㎡）
　※地域型保育事業の場合は，０歳児の面積は１人当たり3.3㎡（１歳児と同様）
　＜留意事項＞
０歳児と１歳児の合同保育を推奨するものではなく，別々に保育を行う体制が取れる場合の実施を想定しています。
　また，０歳児専用の保育室（スペース）に１歳児を受け入れる場合は，状況に応じ，保護者に事前に説明を行っていただくことが望ましいと考えます。

Ｑ１２：その他注意事項はありますか。
Ａ：
・　面積基準や職員配置基準は，１歳児の基準を適用します。また，給付費（委託費）の単価も１歳児の単価が適用となります。
・　受入れ枠数の設定に当たっては，令和５年度以降の２歳以上児の入所児童数も見込む必要があります。令和４年度に１歳児を多くした場合，令和５年度にはそのまま持ち上がり２歳児が多くなるため，２歳児室の保育面積等も考慮したうえで設定する必要があります。
・１歳児の入所を保障するものではありません。また，年央に０歳児が入所することも考えられます。例年の入所状況を踏まえたうえで，対応が可能な場合にご検討ください。
・保育士とみなすことのできる看護師は，これまで同様，複数配置による０歳児クラスの担任にのみ配置が可能です。転用により保育士の配置変更を行う場合はご留意ください。

Ｑ１３：保育士の雇用などで，０歳児の受入可能枠を減らさずに，新たに１歳児の枠を設定することができます。補助金の対象となりますか。
Ａ：既存施設の有効活用の促進並びにこれに伴う影響（０歳児の受入枠を減らすことによる施設の収入減）を考慮した補助金となります。そのため，ご質問の事例は補助の対象外となります。なお，待機児童が最も多い1歳児の受け入れについて，引き続きご検討を賜りたく何卒よろしくお願いいたします。

Ｑ１４：本事業実施によって０歳児の待機児童が増えるのではないでしょうか。
[bookmark: _GoBack]Ａ：０歳児に入所希望児童がいないことを転用の条件としていますので，当該事業により０歳児の待機が増えることはないと考えております。また，本補助金は公定価格の基本分単価の差額の一部助成とし，０歳児受入れの優位性を残す仕組みとしております。
